


 



 



 







２
．
知
ら
れ
ざ
る
Ｂ
２
９
の
綾
瀬
川
周
辺
墜
落 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

加 

藤 

幸 

一 

 

東
京
へ
の
最
初
の
空
襲
は
昭
和
十
九
年
十
一
月
二
十
四
日
で
あ
る
。
Ｂ
２
９
が
越
谷
と
草
加
の
境
を
流
れ
る
綾

瀬
川
の
周
辺
に
落
ち
た
の
は
そ
の
約
一
ヶ
月
後
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
現
在
、
大
間
野
五
丁
目
二
〇
〇

に
住
む
関
根
弘
良
氏
が
、
父
、
良
男
氏
（
昭
和
四
年
九
月
生
ま
れ
、
屋
号
「
よ
し
ず
や
」）
か
ら
「
高
度
一
万
メ

ー
ト
ル
を
飛
ぶ
Ｂ
２
９
が
暮
れ
に
落
ち
た
」
と
聞
い
た
話
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。「
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
、
若
い

ア
メ
リ
カ
兵
た
ち
が
降
り
て
き
た
」
と
い
う
。
そ
の
中
に
女
性
兵
士
が
一
人
含
ま
れ
て
い
た
。
今
で
は
、
そ
の
事

実
さ
え
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。 

「
昭
和
十
九
年
に
、
Ｂ
２
９
が
撃
墜
さ
れ
て
、
綾
瀬
川
に
架
か
る
旧
赤
山
街
道
沿
い
の
一
ノ
あ
じ
橋
（
※
１
）

の
南
東
の
草
加
の
地
に
墜
落
し
た
。
そ
の
場
所
は
、
長
栄
町
の
蓮
田
の
中
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
に
空
中
で
分
解
し

た
一
部
の
部
品
の
尾
翼
が
、
綾
瀬
川
の
北
側
、
現
在
の
越
谷
市
大
間
野
の
田
ん
ぼ
の
中
に
斜
め
に
突
き
刺
す
よ
う

に
落
ち
て
い
た
。
」 

 

以
上
が
、
春
日
部
市
に
住
む
男
性
か
ら
の
証
言
で
あ
る
。
小
学
校
低
学
年
の
頃
、
自
宅
（
現
在
の
春
日
部
市
）

の
庭
先
に
あ
る
防
空
壕
で
、
飛
行
機
が
火
の
玉
に
な
っ
て
、
南
か
ら
北
の
自
分
の
住
む
所
に
向
か
っ
て
あ
た
か
も

落
ち
て
く
る
よ
う
に
見
え
た
の
を
目
撃
し
て
い
る
。
当
時
は
、
落
下
地
点
が
こ
こ
か
ら
余
り
離
れ
て
い
な
い
所
に

落
ち
た
よ
う
に
思
え
た
と
い
う
。
大
間
野
側
に
落
ち
た
尾
翼
の
長
さ
は
お
よ
そ
十
五
メ
ー
ト
ル
、
厚
さ
は
一
メ
ー

ト
ル
弱
、
幅
は
三
メ
ー
ト
ル
弱
と
記
憶
し
て
い
る
。 

 

さ
ら
に
、
後
に
な
っ
て
当
時
の
地
元
の
人
々
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
る
と
、「
大
間
野
側
の
地
に
四
～
五
人
か
五

～
六
人
の
ア
メ
リ
カ
兵
が
降
り
て
き
た
。
生
き
延
び
る
た
め
に
自
活
が
で
き
る
よ
う
に
と
の
配
慮
か
ら
か
、
釣
り

竿
を
携
え
て
い
た
。
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て
取
り
押
さ
え
ら
れ
て
か
ら
は
、
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
か
れ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
、
長
栄
町
側
に
落
ち
た
Ｂ
２
９
の
本
体
の
中
に
も
人
が
い
た
よ
う
で
あ
る
。
」
と
し
て
い
る
。 

 

大
間
野
側
の
地
元
に
住
む
男
性
（
昭
和
二
年
生
ま
れ
。
元
、
越
谷
市
郷
土
研
究
会
の
会
員
）
に
よ
る
と
、「
大

間
野
に
降
り
て
き
た
複
数
の
ア
メ
リ
カ
人
が
、
日
本
の
憲
兵
ら
し
き
人
に
よ
っ
て
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
載
せ

ら
れ
て
ど
こ
か
に
連
れ
て
行
か
れ
た
の
を
見
た
」
と
い
う
。 

当
時
の
Ｂ
２
９
の
空
襲
の
コ
ー
ス
は
、
中
島
飛
行
機
武
蔵
野
製
作
所
（
現
、
武
蔵
野
市
）
を
爆
撃
し
草
加
あ
た

り
を
通
っ
て
帰
還
す
る
。
こ
の
時
、
一
万
メ
ー
ト
ル
と
い
う
高
高
度
を
飛
ん
で
い
る
。
翌
年
二
月
の
硫
黄
島
陥
落

後
は
、
硫
黄
島
や
空
母
か
ら
戦
闘
機
が
来
襲
し
、
高
度
二
～
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
っ
た
よ
う
で
あ
る
。 

綾
瀬
川
周
辺
に
落
ち
た
Ｂ
２
９
は
、
中
島
飛
行
機
武
蔵
野
製
作
所
の
爆
撃
の
帰
り
で
、
高
度
一
万
メ
ー
ト
ル
を

飛
ぶ
Ｂ
２
９
を
高
射
砲
（
昭
和
十
九
年
の
夏
頃
ま
で
は
高
度
八
千
メ
ー
ト
ル
ま
で
届
く
の
が
限
界
と
言
わ
れ
て
い

た
）
に
よ
っ
て
奇
跡
的
に
撃
墜
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

現
在
、
そ
の
該
当
す
る
Ｂ
２
９
の
墜
落
の
記
録
が
ど
こ
に
も
な
く
、
日
米
の
そ
れ
ぞ
れ
の
公
式
文
書
か
ら
漏
れ

た
可
能
性
が
あ
る
（
※
２
）
。 

 

※
１ 

現
在
は
、
本
来
の
「
一
ノ
あ
じ
橋
」
の
呼
称
か
ら
「
一
ノ
橋
」
と
短
縮
し
て
呼
ば
れ
て
い
る
。 

※
２ 

川
口
上
空
で
の
墜
落
の
記
録
が
三
件
あ
る
が
、
草
加
市
や
越
谷
市
で
の
記
録
は
な
い
。 

昭
和
二
十
年
三
月
十
日
、 

 

川
口
市
青
木
町
芝
川
公
園
内 

赤
羽
の
高
射
砲
に
よ
る
。 

昭
和
二
十
年
四
月
十
四
日
、 

川
口
市
原
町 

 
 
 
 
 
 

対
空
砲
火
。 

昭
和
二
十
年
五
月
二
十
五
日
、
川
口
市
安
行
に
墜
落 

 
 
 

保
木
間
の
高
射
砲
に
よ
る
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５
．
越
谷
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔

秦

野

秀

明

「
六
臂
」
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
は
、
中
央
の
手(

第
一
手)

の
印
や
持
物
の
違
い
で
、
一
般
的
に
は
「
合
掌
型
」
と
「
剣

人
型
」
に
分
類
さ
れ
る
。

中
山
正
義
氏
は
、
こ
の
分
類
に
当
て
は
ま
ら
な
い
「
合
掌
型
」
で
あ
り
な
が
ら
「
人
身(

シ
ョ
ケ
ラ)

」
を
持
つ
「
岩
槻

型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
の
存
在
を
報
告
し
た(

１)

。

そ
の
報
告
に
よ
る
と
、「
持
ち
物
」
が
十
一
種
類
、「
三
猿
の
配
列
」
が
五
種
類
、「
総
数
」
が
七
十
一
基
、「
造
立
年
代
」

が
元
禄
元(

一
六
八
八)

年
か
ら
享
保
十
九(
一
七
三
四)

年
ま
で
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
基(

合
計
四
基)

の
例
外

を
除
け
ば
、
「
邪
鬼
」
が
横
に
臥
さ
ず
に
正
面
を
向
き
、
「
三
猿
」
は
横
向
き
で
は
な
く
全
て
正
面
を
向
い
て
い
る(

２)

。

越
谷
市
内
に
存
在
す
る
「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
は
、

①
野
島
五
番
：
正
徳
三(

一
七
一
三)

癸
巳
年
十
一
月
吉
日

造
立

野
島

久
伊
豆
神
社(

３)

。

②
大
里
四
番
：
正
徳
四(

一
七
一
四)

甲
午
十
一
月
吉
祥
日

造
立

大
里

秀
蔵
院
跡(

４)

。

③
小
曽
川
六
番
：
正
徳
四(

一
七
一
四)

甲
午
天
十
一
月

造
立

小
曾
川

慈
眼
寺
跡(

５)

。

④
大
林
六
番
：
享
保
五(

一
七
二
〇)

庚
子
年
九
月
吉
祥
日

造
立

大
林

香
取
神
社(
６)

。

で
あ
る
。

し
か
し
、
越
谷
市
内
に
は
「
合
掌
型
」
で
且
つ
「
人
身(

シ
ョ
ケ
ラ)

」
を
持
ち
な
が
ら
、
享
保
十
九
年(

一
七
三
四)

以

降
の
造
立
で
、
「
邪
鬼
」
が
横
に
臥
し
て
正
面
を
向
き
、
「
三
猿
」
は
中
央
の
猿
以
外
の
左
右
の
猿
が
正
面
を
向
い
て
い
な

い
二
基
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
が
存
在
す
る
。

①
小
曽
川
十
四
番
：
宝
暦
四(

一
七
五
四)

戌
天
十
一
月
吉
日

造
立

小
曽
川

Ｆ
家
側
墓
地(

７)

。

②
恩
間
十
四
番
：
宝
暦
五(

一
七
五
五)

亥
天
九
月
吉
日

造
立

恩
間

勢
至
堂(

８)

。

で
あ
る
。
尚
、
こ
の
二
基
は
中
山
氏
の
報
告
に
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。

ゆ
え
に
筆
者
は
、
小
曽
川
十
四
番
、
恩
間
十
四
番
の
二
基
を
、
「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
の
「
亜
型
」
で
あ
る

「
越
谷
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
と
し
て
、
こ
こ
に
発
表
報
告
す
る
。

(

１)

中
山
正
義(

一
九
八
八)

「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
に
つ
い
て
」
『
野
仏
』
一
九
：
二
―
四

(

２)

中
山
正
義(

一
九
九
七)

「
一
九
九
七
年
一
一
月
版

岩
槻
型
青
面
金
剛
像
一
覧
表
」

(

３)

～(

８)

越
谷
市
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
加
藤
幸
一
氏
に
よ
る
越
谷
市
内
の
石
塔
・
石
仏
の
悉
皆
調
査
の
報
告

書
よ
り
「
番
号
等
」
を
引
用
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
る
。



「
岩
槻
型

青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」

①
野
島
五
番
：
正
徳
三(

一
七
一
三)

癸
巳
年
十
一
月
吉
日

造
立

野
島

久
伊
豆
神
社

「
舟
型
」(

３)

「
邪
鬼
」
は
、
横
に
臥
さ
ず
、
正
面
を

向
き
、
二
手
で
踏
ん
張
る
。

「
三
猿
」
は
、
全
て
正
面
を
向
き
、
向

か
っ
て
左
よ
り
口
・
耳
・
目
を
塞
ぐ
。

②
大
里
四
番
：
正
徳
四(

一
七
一
四)

甲
午
十
一
月
吉
祥
日

造
立

大
里

秀
蔵
院
跡

「
舟
型
」(

４)

「
邪
鬼
」
は
、
横
に
臥
さ
ず
、
正
面
を

向
き
、
二
手
で
踏
ん
張
る
。

「
三
猿
」
は
、
全
て
正
面
を
向
き
、
向

か
っ
て
左
よ
り
口
・
耳
・
目
を
塞
ぐ
。

③
小
曽
川
六
番
：
正
徳
四(

一
七
一
四)

甲
午
天
十
一
月

造
立

小
曾
川

慈
眼
寺
跡

「
角
柱
型
様
特
殊
型
」(

５)

「
邪
鬼
」
は
、
横
に
臥
さ
ず
、
正
面
を

向
き
、
二
手
で
踏
ん
張
る
。

「
三
猿
」
は
、
全
て
正
面
を
向
き
、
向

か
っ
て
左
よ
り
口
・
耳
・
目
を
塞
ぐ
。

④
大
林
六
番
：
享
保
五(

一
七
二
〇)

庚
子
年
九
月
吉
祥
日

造
立

大
林

香
取
神
社

「
駒
型
」(

６)

「
邪
鬼
」
は
、
横
に
臥
さ
ず
、
正
面
を

向
き
、
二
手
で
踏
ん
張
る
。

「
三
猿
」
は
、
全
て
正
面
を
向
き
、
向

か
っ
て
左
よ
り
口
・
耳
・
目
を
塞
ぐ
。

「
越
谷
型

青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」

①
小
曽
川
十
四
番
：
宝
暦
四(

一
七
五
四)

戌
天
十
一
月
吉
日

造
立

小
曽
川

Ｆ
家
側
墓
地

「
駒
型
」(

７)

「
邪
鬼
」
は
、
横
に
臥
し
て
、
正
面
を

向
く
。

「
三
猿
」
は
、
中
央
は
正
面
を
向
き
、

左
右
は
中
央
を
望
ん
で
横
を
向
き
、
向

か
っ
て
左
よ
り
口
・
耳
・
目
を
塞
ぐ
。

②
恩
間
十
四
番
：
宝
暦
五(

一
七
五
五)

亥
天
九
月
吉
日

造
立

恩
間

勢
至
堂

「
駒
型
」(

８)「
邪
鬼
」
は
、
横
に
臥
し
て
、
正
面
を

向
く
。

「
三
猿
」
は
、
中
央
は
正
面
を
向
き
、

左
右
は
中
央
を
望
ん
で
横
を
向
き
、
向

か
っ
て
左
よ
り
口
・
耳
・
目
を
塞
ぐ
。

①
小
曽
川
十
四
番
：
宝
暦
四(
一
七
五
四)

戌
天
十
一
月
吉
日

造
立

小
曽
川

Ｆ
家
側
墓
地

「
駒
型
」(
７)

(２０１２・１１・０５撮影)

持ち物

剣 人

合掌

矢 弓

持ち物

剣 人

合掌

矢 弓

持ち物

剣 人

合掌

矢 弓

持ち物

人 剣

合掌

矢 弓

持ち物

剣 人

合掌

矢 弓

持ち物

剣 人

合掌

矢 弓



５
の
付
論
「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
の
石
工

中
山
正
義(
一
九
八
八)

「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
に
つ
い
て
」
『
野
仏
』
一
九
：
二
―
四

に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

[

前
略]

そ
れ
と
も
単
に
石
工
の
創
作
が
盛
況
を
み
た
の
だ
ろ
う
か
、
し
か
し
四
十
年
余
の
儚
い
流
行
の
型
態
で
は
あ

っ
た
。[

後
略]

中
山
氏(

一
九
八
八)

(

一
九
九
七)
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ
た
「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
の
造
立
年
代
は
、
元
禄

元(

一
六
八
八)

年
か
ら
享
保
十
九(

一
七
三
四)
年
ま
で
で
あ
る
。

元
禄
元(

一
六
八
八)

年
か
ら
享
保
十
九(

一
七
三
四)
年
ま
で
は
四
十
六
年
間
あ
り
、
一
人
の
石
工
が
二
十
歳
よ
り
創
作

を
始
め
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
四
十
六
年
間
に
渡
り
創
作
を
続
け
た
場
合
に
は
六
十
六
歳
と
な
る
。

ゆ
え
に
、
享
保
十
九(

一
七
三
四)

年
を
最
後
に
「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
が
存
在
し
な
く
な
る
事
実
は
、
一
人

の
石
工
が
創
作
活
動
を
行
う
期
間
と
し
て
は
、
妥
当
な
範
囲
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

つ
ま
り
、
さ
い
た
ま
市
岩
槻
区
を
中
心
に
存
在
す
る
「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
は
、
実
は
、
一
人
の
石
工
に
よ

っ
て
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

「
小
曽
川
十
四
番
：
宝
暦
四(

一
七
五
四)

戌
天
十
一
月
吉
日
造
立
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
や
、「
恩
間
十
四
番
：
宝
暦

五(

一
七
五
五)

亥
天
九
月
吉
日
造
立
の
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
の
造
立
年
代
で
あ
る
宝
暦
四(

一
七
五
四)

年
や
、
宝
暦
五

(

一
七
五
五)

年
は
、
一
人
の
石
工
に
と
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
八
十
六
歳
、
八
十
七
歳
と
な
り
、
創
作
活
動
を
行
う
年
齢
と
し
て

は
少
々
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

つ
ま
り
、
「
岩
槻
型
青
面
金
剛
像
庚
申
塔
」
を
創
作
し
た
石
工
と
は
、
別
人
の
可
能
性
が
高
い
と
推
測
さ
れ
る
。

②
恩
間
十
四
番
：
宝
暦
五(

一
七
五
五)

亥
天
九
月
吉
日

造
立

恩
間

勢
至
堂

「
駒
型
」(

８)

(２０１２・３・１撮影)

越谷市立図書館に所蔵されている

加藤幸一氏による越谷市内の

石塔・石仏の悉皆調査の報告書より引用



６
．
は
と
バ
ス
が
越
谷
市
内
を
走
る 

原 

田 

民 

自 
 

「
は
と
バ
ス
」
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
四
年
（
一
九
四
九
）
三
月
か
ら
東
京
定
期
観
光
バ
ス
の

運
行
を
始
め
今
年
で
六
〇
年
以
上
の
歴
史
の
あ
る
バ
ス
会
社
で
す
。
知
人
や
地
方
の
方
に
東
京
を
案

内
す
る
に
は
良
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
も
一
度
は
利
用
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

「
は
と
バ
ス
」
の
観
光
コ
ー
ス
は
、
時
代
の
波
に
乗
り
遅
れ
ま
い
と
次
々
と
生
み
出
さ
れ
る
中
で
、

数
十
年
続
い
て
い
る
人
気
の
コ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
数
回
運
行
さ
れ
た
の
み
で
忘
れ
去
ら
れ
る
コ
ー
ス

も
あ
る
と
い
う
。
昭
和
三
三
年
（
一
九
五
八
）
三
月
か
ら
定
期
観
光
と
し
て
初
め
て
東
京
を
離
れ
郊

外
へ
進
出
。
鶴
岡
八
幡
宮
や
鎌
倉
大
仏
な
ど
の
名
所
旧
跡
コ
ー
ス
は
現
在
で
も
続
い
て
い
る
。
ま
た

庶
民
に
と
っ
て
「
た
か
ね
の
花
」
の
料
理
な
ど
が
大
衆
料
金
で
楽
し
め
る
コ
ー
ス
も
組
み
込
ま
れ
た
。 

そ
の
よ
う
な
中
で
昭
和
三
八
年
（
一
九
六
三
）
二
月
に
越
谷
市
内
が
観
光
コ
ー
ス
に
な
っ
た
と
い

う
新
聞
記
事
を
見
つ
け
た
。
当
時
そ
れ
ほ
ど
認
知
さ
れ
て
い
な
い
、
庶
民
に
は
「
た
か
ね
の
花
」
で

食
道
楽
が
秘
か
に
味
わ
う
「
鴨
す
き
焼
き
」
を
昼
食
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
市
内
で
も
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
柳
町
の
「
大
黒
屋
」
に
白
羽
の
矢
が
当
て
ら
れ
た
。 

「
は
と
バ
ス
」
の
越
谷
市
内
遊
覧
は
「
郊
外
グ
ル
メ
コ
ー
ス
」
と
し
て
昼
食
に
「
鴨
す
き
焼
き
」
を 

味
わ
い
、
梅
で
名
高
い
浄
光
寺
を
散
策
。
明
治
中
期
に
年
間
四
万
個
の
だ
る
ま
が
出
荷
さ
れ
た
と
い

う
名
産
の
「
だ
る
ま
作
り
」
を
見
学
し
て
の
料
金
は
大
人
千
百
円
、
子
供
九
〇
〇
円
だ
っ
た
。
決
し

て
高
く
な
い
と
思
う
が
人
気
の
ほ
ど
は
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

昭和 38年（1963）2月 2日 埼玉新聞 

昭和 38～39年導入のスーパーデラックスバス 越谷市内を走ったバス？  

はとバスが訪れた中村ダルマ店（写真は昨年） 大黒屋の囲炉裏端で鴨すきを食す    



 

柳町 大黒屋 

浄光寺 












